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【趣旨】 

■ 条例の目的を示しています。条例を解釈する上での指針となるものです。 

【解釈】 

■ 条例では、市民の快適な生活環境を確保するために、「公共の場所における喫煙の制限」、

「空き缶等の投棄等の禁止」、「飼い犬等のふんの放置等の禁止」及び「落書きの禁止」につ

いて必要な事項を定めるとともに、市、市民等、事業者及び所有者等の責務を明確にし、地域

環境の美化を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【趣旨】 

■ 条例で使用する用語の意義を定義しています。それぞれの用語の意義を明確にし、解釈上の

疑義をなくすものです。 

（目的） 

第１条 この条例は、公共の場所における喫煙の制限、空き缶等の投棄等の禁止、飼い犬等

のふんの放置等の禁止、落書きの禁止について必要な事項を定めることにより、地域環境

の美化を促進し、市民の快適な生活環境を確保することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。 

⑴ 市民等 市の区域内に居住し、勤務し、若しくは通学し、又は本市に滞在し、若しく

は本市を通過する者をいう。 

⑵ 事業者 市の区域内において、事業活動を行う法人その他の団体及び個人をいう。 

⑶ 所有者等 市内に所在する土地又は建物その他の工作物を所有し、占有し、又は管理

する者をいう。 

⑷ 公共の場所 道路、公園、広場その他の公共の用に供する場所をいう。 

⑸ 喫煙 たばこを吸う行為又は火の付いたたばこを所持する行為をいう。 

⑹ 路上喫煙 公共の場所で喫煙をすること。ただし、公共の場所を管理する権限を有す

る者が設置した喫煙場所での喫煙は、この限りではない。 

⑺ 空き缶等 飲料を収納していた缶、瓶その他の容器をいう。 

⑻ 飼い犬等 飼い犬、飼い猫その他の人が飼育している動物をいう。 

⑼ 落書き 書かれた文字、図形若しくは絵画をいう。 
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【解釈】 

■ 第３号の「その他の工作物」とは、建物、土地に人工的に設けられた柵、塀、門などのほか、

銅像などのモニュメント、電柱、郵便ポスト、遊具、歩道橋など全ての工作物を含みます。 

■ 第４号の「その他の公共の用に供する場所」とは、学校、公民館、図書館等、全ての公共施

設をいい、建物その他の工作物を含みます。 

■ 第５号の「喫煙」とは、たばこ（紙巻たばこ、葉巻たばこその他これらに類するものをい

う。）に限らず、加熱式たばこを吸う行為又は加熱された加熱式たばこを所持する行為も、

「喫煙」と見なします。 

■ 第７号の「その他の容器」とは、空のものだけでなく、中身の入っている又は残っている缶、

瓶、ペットボトル、プラスチック製の容器、菓子袋、紙製のパックや包装紙などをいいます。

また、その容器の栓、ふた及びキャップも含みます。 

■ 第８号の「飼い犬等」とは、犬や猫以外にも愛玩
あいがん

動物として飼育されている哺乳類、鳥類、

爬虫類等に属する動物も含みます。 

■ 第９号の「落書き」とは、所有者等の承諾を得ずに書かれた文字、図形又は絵画をいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

【趣旨】 

■ 条例の目的を達成するため、市が果たすべき責務について規定したものです。 

【解釈】 

■ 第１項の「総合的な施策」とは、条例の目的を達成するため、行政全体として複合的、連続

的に施策を実施することです。 

■ 第２項は、「市民等、事業者及び所有者等」へ環境美化等を啓発するよう努めるとともに、

環境美化活動に係る自主的な取組に対して支援するよう規定しています。 

⑴ 条例の目的である、地域環境の美化を促進し、市民の快適な生活環境を確保するため、市

民等、事業者及び所有者等に対する意識の啓発及び広報活動を推進します。 

（市の責務） 

第３条 市は、この条例の目的を達成するため、総合的な施策を計画的に実施するものとす

る。 

２ 市は、地域の環境美化の促進及び環境を悪化させる迷惑行為の防止に関し、市民等、事

業者及び所有者等の意識を啓発するよう努めるとともに、市民等、事業者及び所有者等が

この条例の目的を達成するために行う自主的な取組を支援するよう努めるものとする。 
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⑵ 啓発事業として、キャンペーンの実施、啓発看板の設置及び配布、各種イベント等での啓

発を行います。 

⑶ 環境美化活動を行う団体やボランティア等との協働を推進します。 

 

 

 

 

 

【趣旨】 

■ 条例の目的を達成するため、市民等が果たすべき責務について規定したものです。 

【解釈】 

■ 本条は、市民等の責務として、地域環境美化に対する意識を高め、地域において自らが快適

な生活環境の確保に積極的に努めるとともに、市が実施する環境美化施策に協力するよう努め

ることを定めています。 

 

 

 

 

 

 

【趣旨】 

■ 条例の目的を達成するため、事業者が果たすべき責務について規定したものです。 

【解釈】 

■ 本条は、事業者の責務として、事業活動によって快適な生活環境を損なうことのないよう、

事業活動を行う地域において、その地域の一員として主体的に環境美化に取り組むとともに、

市が実施する環境美化施策に協力するよう努めることを定めています。 

■ 「事業活動」とは、事業者が成果を上げるため、一定の行為を繰り返し行うことをいいます。

なお、市が実施する公共事業も事業活動に含まれます。 

（市民等の責務） 

第４条 市民等は、地域環境の美化の意識を高め、快適な生活環境の確保に努めるととも

に、この条例の目的を達成するために実施する市の施策に協力するよう努めるものとす

る。 

（事業者の責務） 

第５条 事業者は、事業活動によって快適な生活環境を損なうことのないよう自らの責任に

おいて必要な措置を講ずるとともに、この条例の目的を達成するために実施する市の施策

に協力するよう努めるものとする。 
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■ 「必要な措置」とは、条例で規定する禁止行為をなくすため、製造販売等の事業活動に当た

り、空き缶等の投棄防止などの啓発事業や、空き缶等を回収する容器・設備等の設置に努める

ことをいいます。 

 

 

 

 

 

 

【趣旨】 

■ 条例の目的を達成するため、所有者等が果たすべき責務について規定したものです。 

【解釈】 

■ 本条は、所有者等の責務として、自ら所有し、占有し、又は管理する土地、建物その他の工

作物の周辺環境の美化を図るため、その土地の草刈り、建物又はその他の工作物の清掃等に努

めるとともに、市が実施する環境美化施策に協力するよう努めることを定めています。 

 

 

 

 

 

 

【趣旨】 

■ 公共の場所における喫煙マナーの励行について、規定したものです。 

【解釈】 

■ 公共の場所における喫煙は、ポイ捨てにつながることが多いため、携帯用灰皿の携帯又は灰

皿が設置されている場所での喫煙の励行規定を設けるとともに、周囲の者に迷惑をかけないよ

うに努力義務を定めたものです。 

■ 公共の場所において喫煙をしようとする者は、携帯灰皿を携帯しての喫煙や灰皿が設置され

ている場所での喫煙であっても、不特定多数の人が往来している場所では、喫煙行為を不快と

感じる人もいることから、周囲の者に迷惑をかけないように努めなければなりません。 

（公共の場所における喫煙の制限） 

第７条 公共の場所において喫煙をしようとする者は、携帯用灰皿を携帯し、又は灰皿が設

置されている場所で喫煙をするとともに、周囲の者に迷惑をかけないよう努めなければな

らない。 

 

（所有者等の責務） 

第６条 所有者等は、その所有し、占有し、又は管理する土地、建物その他の工作物の美化

に努めるとともに、この条例の目的を達成するために実施する市の施策及びその周辺環境

の美化に協力するよう努めるものとする。 
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■ 本条は、道路、公園、広場など公共の場所での喫煙を対象としていますので、コンビニエン

スストアなど民有地の敷地内に灰皿を設置し、その敷地内で喫煙することは、本条の対象にな

りません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【趣旨】 

■ 「路上喫煙禁止区域」（以下「禁煙区域」という。）の指定等について規定したものです。 

【解釈】 

■ 禁煙区域は、市内における吸い殻のポイ捨て状況や路上喫煙の状況を勘案した上で、市長が

指定します。 

■ 禁煙区域内では、定められた場所（灰皿が設置されている場所）以外の場所での喫煙を禁止

します。 

■ 禁煙区域の指定をした場合は、告示し、当該区域内に禁煙区域であることを掲示します。ま

た、禁煙区域の状況の変化によって、必要とされるときは、当該禁煙区域の指定の変更又は解

除をします。 

 

 

 

 

 

【趣旨】 

■ 公共の場所における空き缶等、たばこの吸い殻等の禁止行為について規定したものです。 

 

（空き缶等の投棄等の禁止） 

第９条 市民等は、公共の場所に空き缶等、たばこの吸い殻その他の廃棄物を投棄し、又は

放置してはならない。 

（路上喫煙禁止区域） 

第８条 市長は、路上喫煙を禁止する必要があると認める区域を、路上喫煙禁止区域(以下

「禁煙区域」という。) として指定することができる。 

２ 市長は、禁煙区域を指定したときは、その旨を告示し、当該区域内に禁煙区域である旨を

掲示しなければならない。 

３ 市民等は、禁煙区域において、路上喫煙をしてはならない。 

４ 市長は、禁煙区域の指定を変更し、又は解除することができる。 

５ 前項の規定により禁煙区域の指定を変更し、解除したときは、第２項の規定を準用する。 
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【解釈】 

■ 「その他の廃棄物」とは、チューインガムのかみかす、紙くずなど軽微なもので、捨てられ

ることによってごみの散乱の原因になるものをいいます。 

 

 

 

 

【趣旨】 

■ 公共の場所における飼い犬等のふんの禁止行為について規定したものです。 

【解釈】 

■ 飼い犬等のふんの放置等は、公共の場所の美観を損ね、公共の場所を利用する者や、公共の

場所付近を通過する者に対して、不快感を与えます。良好な生活環境を確保するため、禁止行

為としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【趣旨】 

■ 公共の場所等における落書き行為の禁止について規定したものです。 

【解釈】 

■ まちの美観、清潔感を損なわないように落書き行為を禁止しています。 

■ 落書き行為は、刑法第２６０条に規定する「建造物等損壊罪」及び刑法第２６１条に規定す

る「器物損壊罪」に該当する場合もありますが、当該違反行為に対して、刑法、条例をどのよ

うに適用するかは、個々の被害を勘案して対応していきます。 

（落書きの禁止） 

第１１条 市民等は、公共の場所又は他人が所有し、占有し、若しくは管理する建物その他

の工作物に、落書き行為をしてはならない。 

２ 市長は、公共の場所又は他人が所有し、占有し、若しくは管理する建物その他の工作物

に落書きが放置され、著しく周辺の美観を損なう状態にあると認めるときは、その所有者

等に対し、当該落書きを消去するよう要請することができる。 

（飼い犬等のふんの放置等の禁止） 

第１０条 市民等は、公共の場所に飼い犬等のふんを放置し、又は投棄してはならない。 
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■ 第２項の「著しく周辺の美観を損なう状態」とは、周辺の美観を損なう状態のうち、特に人

権に関するもの、わいせつ的、暴力的なもの等が、落書きとして書かれている状態をいい、こ

のような落書きが放置されることで、地域環境の美化の促進はもとより市民の快適な生活環境

の確保に支障を来すことから、所有者等に対し消去するよう要請できることとしたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【趣旨】 

■ 事業者又は所有者等の土地等への立入調査について規定したものです。 

【解釈】 

■ 第１項の「必要な調査」とは、調査が必要と認められた場所やその周辺の状況、所有者等に

ついて調査を行うことなどを示しています。 

■ 第２項の「身分を示す証明書」とは、座間市環境美化条例施行規則（以下「規則」とい

う。）第３条に規定する「立入調査員証」を指しています。 

■ 第３項は、第１項の規定による立入調査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈

してはならないことを定めています。本条における立入調査は、あくまでも本条例の施行に必

要な行政上の措置として行われるものであり、刑事上の犯罪捜査のために司法警察権が認めら

れたものと解すべきでないのは当然ですが、本項は、その取扱いに遺漏がないように、特にこ

の旨を明記したものです。 

 

 

 

 

 

 

（立入調査） 

第１２条 市長は、この条例の施行に必要な限度において、その職員に、事業者又は所有者

等の土地又は建物に立ち入り、必要な調査をさせることができる。 

２ 前項の規定により立入調査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者の請

求があったときは、これを提示しなければならない。 

３ 第１項の規定による立入調査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈しては

ならない。 

（指導及び勧告） 

第１３条 市長は、第８条第３項、第９条、第１０条又は第１１条第１項の規定に違反した

者に対し、当該違反行為を中止し、又は是正に必要な措置を講ずるよう口頭により指導

し、又は書面により勧告することができる。 
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【趣旨】 

■ 条例に規定されている禁止事項の行為者に対し、指導及び勧告できる旨を規定したものです。 

【解釈】 

■ 指導と勧告の違い 

どちらも座間市行政手続条例において、行政指導の一つとして定義されていますが、指導と

勧告の区分に明確な定義はありません。本条例においては、違反行為に対する中止、是正措置

への対応として、まず口頭により指導を行い、その指導に従わない場合は規則第４条で規定す

る「勧告書」により勧告を行います。 

 

 

 

 

【趣旨】 

■ 条例に規定されている禁止事項の行為者に対し、市長が命令できる旨を規定したものです。 

【解釈】 

■ 市長は、第１３条に該当する者が、当該違反行為の中止や是正に必要な措置を講ずるよう勧

告を受けたにもかかわらず、当該勧告に従わない場合は、当該勧告に従うよう命令することが

できることを定めています。なお、命令は規則第５条で規定する「命令書」により行います。 

 

 

 

【趣旨】 

■ 条例の施行について必要な事項は、規則で定める旨を規定したものです。 

【解釈】 

■ 条例の成立後、実際に運用していく際には、条例に規定されている内容だけでは具体的に事

務処理を行うことができません。例えば、第８条第２項の規定により告示する事項はどのよう

なものか、第１２条に規定されている立入調査で、立入調査をする職員が携帯しなければなら

ない証明書はどのようなものかなどについてです。これらについて規則で定め、実際の事務処

理を行います。 

（命令） 

第１４条 市長は、前条の規定による勧告を受けた者が当該勧告に従わないときは、当該勧

告に従うよう命令することができる。 

（委任） 

第１５条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 
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【趣旨】 

■ 条例の実効性を確保するために、条例違反者に対する罰則について規定したものです。 

【解釈】 

■ 地方自治法第１４条では、法令に違反しない限りにおいて、条例により義務を課し、又は権

利を制限することができ、かつ、罰則を設けることができるとしています。このことから、条

例違反者に対して罰則を設けることは、条例の実効性を確保する上で適正かつ有効な手段にな

ります。 

■ 第１項は、第１４条の規定による命令のうち、禁煙区域での路上喫煙の禁止（第８条第３項

関係）、公共の場所への空き缶等、たばこの吸い殻その他の廃棄物の投棄等の禁止（第９条関

係）又は飼い犬等のふんの放置等の禁止（第１０条関係）の違反者に対し、２万円以下の罰金

に処することを定めています。 

■ 第２項は、第１４条の規定による命令のうち、公共の場所又は他人が所有し、占有し、若し

くは管理する建物その他の工作物への落書き行為の禁止（第１１条第１項関係）の違反者に対

し、５万円以下の罰金に処することを定めています。 

（罰則） 

第１６条 第１４条の規定による命令（第８条第３項、第９条又は第１０条の規定に係るも

のに限る。）に違反した者は、２万円以下の罰金に処する。 

２ 第１４条の規定による命令（第１１条第１項の規定に係るものに限る。） に違反した者

は、５万円以下の罰金に処する。 
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指
導 

勧
告 

【罰則の適用に至るまでの手続きの流れ（例）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

起訴 

指導、勧告に従い、是正等終了 第１４条の規定による命令 

命
令
に
従
う 

命
令
に
従
わ
な
い 

命令に従い、是正等終了 警察又は検察へ告発 

告発受理 捜査 検察 

不起訴 公判 刑の確定（罰則の適用） 

第１３条の規定による指導及び勧告 

○ 違反行為 

・禁煙区域での路上喫煙 

・空き缶等の投棄等 

・飼い犬等のふんの放置等 

・落書き行為 

 

 指
導 

勧
告 

に
従
う 

に
従
わ
な
い 

犯
罪
が
明
ら
か
で
な
い
と
き 

犯
罪
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き 


